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   岐阜県の観光の現状 

 

１ 本県の観光の現状 ～令和４年岐阜県観光入込客統計調査より～ 

（１）観光入込客数及び観光消費額 

 

 区  分 Ｒ４[2022]年 参考：Ｒ３[2021]年 参考：Ｒ１[2019]年 

観光入込客数 

（延べ人数） 

５，６８３万８千人 

(対 R3 年比 ＋ 17.5%) 

(対 R1 年比 △ 20.6%) 

４，８３７万９千人 ７，１６２万人８千人 

行祭事・イベント 

入込客数（延べ人数） 

３３８万８千人 

(対 R3 年比 ＋ 352.9%) 

(対 R1 年比 △  63.8%) 

７４万８千人 ９３５万４千人 

観光入込客数 

（実人数） 

４，２６２万６千人 

(対 R3 年比 ＋11.0%) 

(対 R1 年比 △11.2%) 

３，８４１万６千人 ４，７９９万５千人 

内 訳 

 

日帰り客 

３，７５６万５千人 

(対 R3 年比 ＋  7.2%) 

(対 R1 年比 △ 10.2%) 

３，５０４万７千人 ４，１８２万人 

 

宿 泊 客 

 

【うち外国

人】 

５０６万１千人 

(対 R3 年比 ＋ 50.2%) 

(対 R1 年比 △ 18.0%) 

【 １０万４千人】 

(対 R3 年比 ＋ 363.5%) 

(対 R1 年比 △  91.1%) 

 

３３６万９千人 

 

【 ２万２千人】 

 

６１７万５千人 

 

【 １１６万７千人】 

 

 

１ 
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区  分 Ｒ４[2022]年 参考：Ｒ３[2021]年 参考：Ｒ１[2019]年 

観光消費額 

２，７０２億４７百万円 

(対 R3 年比 ＋ 57.0%) 

(対 R1 年比 △  7.9%) 

１，７２１億４１百万円 ２，９３２億８３百万円 

内 訳 

日帰り客 

１，３５６億５２百万円 

(対 R3 年比 ＋ 40.7%) 

(対 R1 年比 △  7.2%) 

９６４億２７百万円 １，４６１億３３百万円 

宿泊客 

１，３４５億９５百万円 

(対 R3 年比 ＋ 77.8%) 

(対 R1 年比 △  8.5%) 

７５７億１４百万円 １，４７１億５０百万円 

※千人未満を四捨五入しているため、対前年比に誤差が生じることや、内訳の計と合計が一致しないことがある。 

※宿泊客の「うち外国人」については、観光庁の宿泊旅行統計調査における本県の外国人延べ宿泊者数をもとに算出している。 

（令和４年外国人延べ宿泊者数 １２．２万人） 

 

○ 観光入込客数（延べ人数） 

・５，６８３万８千人（対前年比＋17.5％）となり、前年に比べ増加した。 

 

○ 行祭事・イベント入込客数（延べ人数） 

・３３８万８千人（対前年比＋352.9％）で、前年に比べ増加した。 

 

○ 観光入込客数（実人数） 

・４，２６２万６千人（対前年比＋11.0％）と、前年に比べ増加した。 

 

○ 観光消費額 

・総額は２，７０２億４７百万円（対前年比＋57.0％）で、うち日帰り客分は１，３

５６億５２百万円（対前年比＋40.7％）、宿泊客分は１，３４５億９５百万円（対

前年比＋77.8％）であった。 

 

○ 主な傾向 

・第一四半期（１月～３月）は、まん延防止等重点措置区域の指定により行動制限を

受けるなど、新型コロナの影響を大きく受けたものの、第二四半期以降（４月～）

は、県民割(4/5-28)、ブロック割(5/9-10/10)、全国旅行支援(10/11-12/27)と、  

順次対象を拡大実施した旅行割引キャンペーン等により、観光需要が拡大し、観光

入込客数は前年に比べ大きく増加した。 

・インバウンドについては、個人旅行客の受入れ再開が１０月からであったため、  

令和４年中は本格的な回復には至らなかった。 

・観光消費額についても、旅行割引キャンペーン等が、旅行単価の上昇に繋がり、  

一人あたり平均消費額が大きく増加した。 
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日帰り： ２，７５１円 →  ３，６１１円 （対前年比＋ 31.3％） 

宿泊客：２２，４７３円 → ２６，５９４円 （対前年比＋ 18.3％） 

 

（２）観光地点別の集客数（県内トップ１０） 

（単位：万人） 

順位 観光地点名 
入込

客数 

参考：R3[2021]年 参考：R1[2019]年 

順位 入込客数 順位 入込客数 

1 土岐プレミアム・アウトレット 493.0 1 502.1 1 668.3 

2 河川環境楽園 408.9 2 352.1 2 477.5 

3 高山市街地エリア 229.4 4 137.9 3 382.7 

4 湯の華アイランド 161.7 3 147.0 5 168.5 

5 伊奈波神社 130.3 7 98.2 7 147.5 

6 養老公園 123.5 － － － － 

7 千本松原・国営木曽三川公園 112.6 5 120.5 9 136.4 

8 千代保稲荷神社 110.0 6 101.9 6 160.6 

9 岐阜公園 97.6 8 63.5 11 102.2 

10 下呂温泉（旅館の宿泊利用及び日帰り利用） 91.3 9 60.4 10 122.5 

※「養老公園」については、今回から「楽市楽座・養老」、「養老天命反転地」、「岐阜県こどもの国」の入込客数を含んだ

数値を掲載。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和されたものの、屋外観光施設の    

ニーズが引き続き高く、令和３年に比べ「河川環境楽園」、「岐阜公園」といった公園

を中心に入込客数が増加した。 

 

○ 令和３年に比べ「高山市街地エリア」が６６．４％増、「下呂温泉（旅館の宿泊利用     

及び日帰り利用）」が５１．２％増となるなど、特に飛騨地域の観光地点で入込客数が

増加した。 
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（３）行祭事・イベント入込客数（県内トップ１０） 

（単位：万人） 

順位 行催事・イベント名 
入込

客数 

参考：R3[2021]年 参考：R1[2019]年 

順位 入込客数 順位 入込客数 

1 ぎふ信長まつり 62.0 - - 5 34.0 

2 たじみ陶器まつり（春） 18.0 2 15.0 13 16.0 

3 チューリップ祭 17.9 1 19.7 10 20.6 

4 道三まつり 16.0 - - 3 38.0 

5 高山祭 15.5 12 1.9 2 40.0 

6 土岐美濃焼まつり 14.0 - - 16 14.0 

7 各務原市桜まつり 10.0 5 3.2 7 29.0 

8 刃物まつり 9.0 8 2.1 - - 

9 郡上おどり 7.2 - - 6 30.8 

10 みのじのみのり祭 7.0 - - 23 10.0 

 

〇行祭事・イベント毎の県内トップは、３年ぶりの開催となった「ぎふ信長まつり」     

（岐阜市）の６２．０万人であった。 

 

〇コロナ禍において中止されていた行祭事・イベントが再開されたことにより、        

令和３年より入込客数は大幅に増加した。 

 

 

 

（４）観光客の内訳                  

①日帰り・宿泊別観光入込客数（実人数）        

令和４年の観光入込客数（実人数）は 

４，２６２万６千人であり、日帰り・宿泊別に

みると、日帰り客は３，７５６万５千人（構成

比 88.1％）、宿泊客は５０６万１千人（構成比

11.9％）であり、依然として日帰り客が多くを

占めた。（図１） 
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②居住地別観光入込客数（実人数）             

居住地別に見ると、県全体では県内客は  

１，５６４万１千人（構成 36.7％）、県外客は

２，６９８万４千人（構成比 63.3％）と、県外

客が多くを占めた。（図２） 

県内客の割合はコロナ前の令和元年の32.4％

から 36.7％に増加しており、新型 コロナの 

影響により、近隣を目的地とする観光が増えた

ことや、旅行割引キャンペーンを実施したこと 

などが要因であると考えられる。 

 

 

③年齢別・男女別観光入込客数（実人数）    

年齢別では、６０歳以上が 34.0%と最も多く、

続いて５０歳代、４０歳代、３０歳代と続く。  

（図３） 

男女別では、男性が２，４１９万６千人    

（構成比 56.8％）、女性は１，８４２万９千人   

（構成比 43.2％）と男性が多かった。 

６０歳以上の割合は令和元年の 29.3％から

34.0％に増加しており、全国旅行支援が、とりわけ平日の観光促進を図る内容であった  

ことから、平日に観光しやすい高齢層が増えたと考えられる。 

 

 

④利用交通機関別観光入込客数（実人数）          

利用交通機関別に見ると、自家用車が最も多

く全体の 81.2％を占め、鉄道や路線バスなどの

公共交通機関の割合は低い。（図４） 

コロナ前の令和元年と比較すると、貸切バス

（3.4％→2.0％）、新幹線（1.1％→0.4％）、  

その他の鉄道（6.9％→5.0％）の割合が減って

おり、新型コロナの影響により、団体ツアーや

公共交通機関の利用が減ったと考えられる。 
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⑤同行者別観光入込客数（実人数）             

同行者別では、「団体旅行」の割合は全体の

1.4％にとどまり、「家族」が67.2％と最も多く、

次いで「同行者なし」が 16.0％と個人旅行が  

主流となっている。（図５） 

同行者人数別では、「（本人を含め）２～３人」

が最も多く全体の 67.1％を占め、続いて「（本

人を含め）４～５人」が 13.7％であった。 

コロナ前の令和元年と比較すると、「同行者なし」の割合が 10.9％から 16.0％に増加し

たほか、「友人」が 17.0％から 14.1％に減少しており、新型コロナの影響により個人旅行

が増加したと考えられる。 

 

   

⑥観光地分類別観光入込客数の割合（実人数）       

観光地分類別では、「道の駅等」、「スポーツ・

レクリエーション」、「歴史・文化」の順に多く、

以下、「都市型観光」、「温泉・健康」、「自然」と

続く。（図３） 

コロナ前の令和元年と比較して大きな増減は

ないが、「スポーツ・レクリエーション」の割合

が 19.8％から 23.1％に増加した。 

 

 

 

（５）外国人宿泊客数（延べ人数） 

外国人の宿泊者数（延べ人数）は１２．２万人であり、過去最低となった令和４年に  

比べ 293.5％増となった。国籍別に見ると、タイが０．７９万人で最多、次いでシンガポ

ールが０．６８万人、香港０．６５万人と続いている。  

（出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」（令和４年１月～１２月） 

 

 

 

（６）経済波及効果（試算） 

令和４年の県内観光消費による経済波及効果（観光関連産業の経済波及効果）を試算し

たところ、生産誘発額は３，９４３億７７百万円、就業誘発効果は、３５，５７６人と   

なった。 
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「観光王国飛騨・美濃」に向けて実施した主な取組み 

1 観光消費拡大につながる質の高い観光資源づくり  

（１）広域周遊観光の核づくり 

①広域観光の核となる関ケ原古戦場の魅力づくり 

関ケ原古戦場は、壬申の乱、関ケ原の戦いと天下分け目の合戦が２度繰り広げられた場

所であり、歴史資源としての知名度も高い。さらに、近隣には墨俣一夜城や岐阜城など、

戦国時代にまつわる資源が多く存在することから、関ケ原古戦場を核とした滞在・周遊型

観光の促進に向け、平成２７年３月に策定した「関ケ原古戦場グランドデザイン」に基づ

き、観光客の受入環境整備、関ケ原古戦場の魅力を発信した。 

 

■ 岐阜関ケ原古戦場記念館（以下「記念館」。） 

令和２年１０月２１日に開館し、令和４年度末までの２年５か月余りで約２８万人が

来館。 

 

 ■ 記念館における企画展示 

  〇春の特集展示「錦絵に見る関ケ原の武将たち」 

［会  期］令和４年４月２３日（土）～５月２９日（日）／開館日３２日 

［来館者数］１６，５２６名（期間中） 

［概  要］ 幕末から明治期に人気を博した錦絵の展示により、関ケ原の戦いで活

躍した武将たちがその後どう語られ描かれてきたのか、当時の歴史観

や社会観を踏まえて紹介。 

 

〇夏の特集展示「ねこねこ日本史＠関ケ原２０２２」 

  ［会  期］令和４年７月１６日（土）～９月４日（日）／開館日４４日 

  ［来館者数］２８，４３９名（期間中） 

［概  要］ 子どもにも分かり易く関ケ原の戦いを学んでもらうため、「ねこねこ

日本史」に登場する徳川家康、石田三成など関ケ原の戦いゆかりの   

キャラクターたちが自身にちなんだ展示品を分かりやすく解説する 

キャプションを設置。 

 

〇「合戦の日」関連企画「関ケ原の戦いと史跡地―南宮山のその時その後そして今―」 

   ［会  期］令和４年９月１３日（火）～１０月２３日（日）／開館日３６日 

［来館者数］２０，７４９名（期間中） 

 

２ 
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   ［概  要］ 合戦当日動かなかった南宮山の毛利勢。その時、南宮山では、何が起

こっていたのか。合戦後の南宮山はどのような運命をたどったのか。

合戦の影響とその後の復興から現在までの歴史を紹介。 

 

〇秋の企画展「島津家の関ケ原」 

  ［会  期］令和４年１０月１５日（土）～１２月４日（日）／開館日４４日 

［来館者数］２５，４５４名（期間中） 

［概  要］ 岐阜県と鹿児島県の姉妹県盟約５０周年を記念し、関ケ原合戦のハイ

ライトの一つ「島津の退き口」で有名な島津家の合戦前後の動きを  

史料に基づいて紹介。 

 

〇冬の特集展示「関ケ原の陣跡は、どのように比定されたのか～神谷道一の挑戦～」 

  ［会  期］令和５年２月７日（火）～３月５日（日）／開館日２５日 

［来館者数］９，２０５名 

［概  要］ 関ケ原合戦参戦武将の布陣地がどのように決められたのか。その基礎

を作ったといわれる明治期の郷土史家 神谷道一氏の取組みを紹介。 

 

■ 記念館企画展との連携事業 

〇夏休みの企画イベント「ねこねこ日本史＠関ケ原２０２２」 

［期  間］令和４年７月１６日（土）～９月４日（日） 

［会  場］記念館２階戦国体験コーナー 

［概  要］ ＮＨＫＥテレで放送され、小学生を中心に人気となったアニメ「ねこ

ねこ日本史」とのタイアップで、記念館初となる子供向け企画。西軍  

東軍各１０武将キャラクターが自己紹介するキャラクター列伝や関連 

する観光地を紹介するパネルを展示。その他、スタンプラリーやキャラ

クターとの記念撮影を実施。 

 

〇パネル展示「島津義弘と島津の退き口」 

［期  間］令和４年１０月１５日（土）～１２月１４日（日） 

［会  場］記念館２階戦国体験コーナー 

  ［概  要］ 島津義弘の生涯や居城の変遷などをパネルに紹介。関ケ原から異世界

に飛ばされた主人公・島津豊久が活躍する「ドリフターズ」（平野   

耕太作、月刊ヤングキングアワーズ連載中）の原画を展示。 

 

〇島津義秀氏「薩摩琵琶独演会」 

  ［日  時］令和４年１０月１５日（土）１８：００～１９：００ 

  ［会  場］記念館前庭 
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［概  要］島津義弘の子孫で加治木島津家十三代当主である島津義秀氏を迎え、  

薩摩琵琶の生演奏、島津氏に関するトークを楽しむ。  

  

■ 近隣県・県内市町村との連携ＰＲ 

［日   時］令和４年４月～  

［会   場］記念館１階広域観光情報コーナー  

［概  要］ 記念館の魅力向上や広域周遊観光の推進に向け、関ケ原の戦いや戦国時

代に関連した市町村の観光ＰＲイベントを開催。  

・福 井 県（令和４年１０月８日～１１月６日） 

・輪之内町（同年５月２８日～７月１０日 ） 

・輪之内町（朝市）（同年４月３０日、７月２日）  

・岐 阜 市（同年７月１６日～８月２８日） 

・大 垣 市（同年９月１日～１０月２日） 

・山 県 市（同年１１月１２日～１２月１１日） 

・御 嵩 町（同年１１月２０日） 

・大 垣 市（令和５年２月７日～３月１７日） 

 

 ■ 関ケ原古戦場イベント 

記念館を中核に、関ケ原古戦場一帯で、３日間連続の「大関ケ原祭２０２２（関ケ原

ナイト、武将イベント）」及び、「関ケ原春開き２０２３」を開催。 

〇関ケ原ナイト 

［期  間］令和４年１０月８日（土） 

［会  場］笹尾山駐車場特設ステージ 

［概  要］ ・野外朗読音楽絵巻「関ケ原 夜想語」～高台院様日記異聞～ 

・関ケ原夜市 

 

  ○武将イベント  

［期  間］令和４年１０月９日(日)・１０日（月・祝） 

［会  場］笹尾山グラウンドほか 

［概  要］ ・関ケ原トーク「将軍！家康を語る」「ときめき！関ケ原講座」 

・関ケ原を学ぶ東西クイズ対決 

                 ・天下分け目の関ケ原東西人間将棋 

               ・東西武将！墨絵ライブペイント 

・歴史絵巻プロジェクションマッピング 

・岐阜関ケ原古戦場記念館ナイトミュージアム 

・東西お国自慢交流ステージ、戦国観光物産展 
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〇関ケ原春開き２０２３ 

［期  間］令和５年３月２１日（火・祝） 

［会  場］関ケ原ふれあいセンターふれあい広場ほか 

［概  要］ ・花いけバトル関ケ原の合戦２０２３～春の陣～ 

・関ケ原鉄砲隊火縄銃砲術演武 

・武将隊演舞合戦 

・戦国縁日、ワークショップ 

・楽市楽座、グルメコーナー 

・関ケ原写真コンテスト知事賞表彰、入賞作品展示 

 

■ 関ケ原２０２２特別講演会（リレー講演会） 

〇シリーズ１「戦争と平和を考える」 

太平の世の礎となった関ケ原合戦とその後における徳川家康の外交戦略について

と、ウクライナの現状解説とともに、今後の日本外交のあるべき姿を考察した２部 

構成の講演会を開催。 

[日  程］令和４年１２月１７日 

［会 場］関ケ原ふれあいセンター  

［講演１］徳川家康の外交戦略と平和外交  

（講師：丸島 和洋 東京都市大学准教授）  

［講演２］ウクライナ危機と日本外交のあるべき姿  

        （講師：廣瀬 陽子 慶応義塾大学教授） 

  

〇シリーズ２「家康をめぐる」 

   徳川家康を取り巻く様々な人との関係性を着目しながら、その人物像について掘り

下げる大河ドラマ「どうする家康」放送に合わせた講演シリーズ。 

(1)[日  程］令和５年１月１５日 

［会 場］関ケ原ふれあいセンター  

     ［演  題］徳川家康という人  

          （講師：本郷 和人 東京大学史料編纂所教授）  

(2)[日  程］令和５年２月２６日  

［会 場］関ケ原ふれあいセンター  

     ［演  題］徳川家康正妻 築山殿の生涯  

         （講師：黒田 基樹 駿河台大学教授） 

(3)[日  程］令和５年３月２１日  

［会 場］関ケ原ふれあいセンター  

     ［演  題］徳川家康と武田信玄  

         （講師：平山 優 歴史学者） 
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■ 史跡等の整備   

関ケ原町が行う徳川家康最初陣地（桃配山）など、史跡周辺の環境整備を支援。  

 

■ 戦国・武将観光関連商品の開発  

記念館売店などで販売する戦国・武将観光関連の土産品を、４０品目以上開発。  

    

■ 海外古戦場との交流  

ゲティスバーグ国立軍事公園から、記念館がゲティスバーグの戦い当時のサーベル

を受領。在名古屋米国領事館首席領事から知事へ贈呈。寄贈品は記念館にて展示。  

 

②大河ドラマを活かした魅力づくり  

令和４年の大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」の放送を契機に、「承久の乱」の激戦地と   

なった各務原市、可児市等の舞台地について、連携して情報発信を図った。 

また、令和５年の大河ドラマ「どうする家康」の放送を契機に、関ケ原古戦場をはじめ

とする県内のゆかりの地のプロモーションを、関係市町村と連携して情報発信を図った。 

 

■ 大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」パネル展  

〇壬申の乱・承久の乱・関ケ原 決戦はいつも岐阜展 

・東京都港区立三田図書館（令和４年９月２３日～３０日） 

〇ゆかりの市町を紹介する巡回パネル展 

・中津川市（令和４年４月１１日～２２日） 

・大 垣 市（同年４月２９日～５月２９日）  

・瑞 浪 市（同年６月１５日～２９日） 

・飛 騨 市（同年７月１５日～３１日） 

・岐 阜 市（同年８月１１日～２８日） 

・関ケ原町（同年９月１６日～２９日） 

・可 児 市（同年１０月１５日～２８日） 

・各務原市（同年１１月８日～３０日） 

・岐 阜 市（同年１２月１３日～２７日） 

 

■ 大河ドラマ「どうする家康」パネル展 

  〇ゆかりの市町を紹介する巡回パネル展 

   ・愛知県扶桑町（令和５年１月１３日～１９日） 

・大 垣 市（同年１月２０日～２月３日） 

   ・輪之内町（同年２月６日～２２日） 

   ・美 濃 市（同年３月１日～１４日） 

   ・郡 上 市（同年３月１８日～２９日） 
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■ 大河ドラマ「どうする家康」観光ＰＲブース（ＪＲ名古屋駅） 

  愛知県と共同で、甲冑（複製品）、ＰＲ映像、関ケ原の戦い紹介パネル等を展示する

ＰＲブースをＪＲ名古屋駅コンコースに設置 

［期 間］令和５年１月２５日～３月２３日 

 

■ 大河ドラマ「どうする家康」展・岐阜 関ケ原 

  番組パネルや出演者全身パネル、出演者直筆サイン、ドラマ使用衣装等を展示 

［場 所］岐阜関ケ原古戦場記念館 

［期 間］令和５年１月１７日～３月３１日 

 

■「家康、命運の地 関ケ原」展  

徳川家康ゆかりの武将の甲冑（複製品）、ゆかりの市町村紹介パネル等を展示  

［場 所］岐阜関ケ原古戦場記念館 

［期 間］令和５年１月１７日～３月３１日 

 

③県内市町と連携した戦国・武将観光の推進  

県内全域の戦国・武将観光を推進するため、共同プロモーションや情報共有を行うとと

もに、市町村による戦国・武将観光に関連した事業やコンテンツの充実を支援した。  

  

■ 県内市町との連携強化  

戦国・武将観光資源を有する県内の２０市町とともに、令和３年度に設置した「岐阜

戦国・武将観光推進連絡会」による取組みを実施 

     

■ イベント開催等に対する支援  

戦国武将観光推進事業費補助金（１３市町２２件採択） 

 

 ■ 観光資源を巡る周遊ルートの紹介 

   城郭等の戦国関連史跡や周辺観光地の魅力をＰＲする記事を新聞に連載（計２０回）

したほか、記事を再編集した冊子２千部を制作 

 

 ■ デジタル周遊スタンプラリー 

   史跡や歴史観光施設等を巡るスタンプラリーを実施し、各コース制覇者に「ぎふ旅 

コイン」を特典として付与 

   ［期 間］令和４年９月２１日～令和５年１月３１日 

   ［概 要］・県内２０市町計３７スポット（６コースに分類） 

       ・参加実績：１２，６２４名 

・コイン付与額：約９，８８６千円（うち使用額：約９，２９７千円） 
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④「東美濃歴史街道」を核とした周遊観光の促進  

リニア中央新幹線開業を見据え、「岐阜県駅」周辺の周遊観光を促進するため、歴史

資源が豊富な同地域の中山道及び国道２５７号沿線を「東美濃歴史街道」と位置づけ、

地元行政・観光関連団体と連携し、中山道、東美濃の山城、陶磁器産業等を核とした  

歴史文化、産業観光地域づくりを推進する取組みを実施した。  

 

■ プロモーション事業 

 〇「＃私が撮る東美濃」フォトキャンペーン（令和４年８月２５日～１１月２５日） 

・インスタグラムを活用したフォトコンテストを実施 

 〇Meets Higashi-Mino（令和５年３月４日～５日） 

・東美濃の地酒、美濃焼等を活用したプロモーションイベントを開催 

    

■ 情報発信事業 

 〇パンフレット等ＰＲツールを作成 

 

■ 特産品振興事業 

 〇ひと手間のある暮らし展 東美濃セレクション（令和５年２月２３日～２７日） 

・東美濃地域にある、まだ多くの方に知られていない良品をジェイアール名古屋 

タカシマヤの催事を通じて発信 

    

■ 旅行商品造成支援 

 〇地域内を周遊する旅行商品造成を支援 

〇東美濃地域の着地型商品についてのプロモーションを実施 

 

■ 東美濃地域の観光振興に関する基礎調査 

〇リニア開業に向け、開業によりアクセス性が飛躍的に向上する首都圏に対し効率的か

つ効果的なプロモーションを展開するための基礎調査を実施 

 

（２）観光資源の市場化  

県民一人ひとりが考えるふるさとのじまんを募集した中から、全国に通用する観光資源

となることが期待される「岐阜の宝もの」を６件＊、それに次ぐ「明日の宝もの」を１０

件認定し、地域が主体となった地域資源の魅力向上に向けた取組みを支援。 

平成２５年度からは、これまでに掘り起こし、磨き上げてきた「岐阜の宝もの」等の新

たな観光資源と既存の有名観光資源等との連携を促進し、周遊性を高めることにより、滞

在時間の増加による観光消費の拡大に資するための取組みを推進した。 

そして、令和４年６月、サステイナブル・ツーリズムが世界の潮流となる中、「岐阜の

宝もの」の認定基準に持続可能な観光の国際指標を取り入れ、世界から選ばれる旅先と 
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なりうる観光プログラムを「NEXT GIFU HERITAGE ～岐阜未来遺産～」として認定する  

新制度をスタートさせた。 

 （＊岐阜の宝もの） 

  小坂の滝めぐり、東濃地方の地歌舞伎と芝居小屋、乗鞍山麓五色ヶ原の森、 

天生県立自然公園と三湿原回廊、中山道ぎふ１７宿、東美濃の山城 

 

■「清流の国ぎふ」観光回廊づくり推進事業費補助金  

本県の恵まれた地域資源・地域特性を活かし、県内の周遊性、滞在時間等を増加させ

るため、地域主体の広域的な連携や役割分担による取組みを支援。 

新たな補助メニューとして、日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）に基づ

き、地域の利害関係者が一体となった持続可能な観光地づくりに資する取組みを支援

するため「サステイナブル・ツーリズム推進事業」を創設。 

［令和４年度交付件数］１８件  

  

■ 中部山岳国立公園トレッキング・ツーリズム推進事業  

飛騨エリアの有名観光資源に加え、岐阜の宝ものや中部山岳国立公園等の自然資源を

中心とした、体験型周遊観光（トレッキングツーリズム）を推進するため、大手山岳  

メディアと連携した誘客キャンペーンや YouTube動画によるプロモーションを実施。  

〇「乗鞍岳登頂記念スタンプラリー」コンプリート達成者数：８５１人 

〇「飛騨から登る北アルプス２０２２フォトコンテスト」応募数：４２８点 

〇YouTube動画によるプロモーション 

・「山と溪谷チャンネル」視聴回数：１．４万回 

・「オトナ女子の山登り」視聴回数：４万回 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 15 - 

２ 主要観光地の魅力を活かした観光誘客プロモーション 

（１）「世界に誇る遺産」等を核とした誘客 

①３大都市圏における「清流の国ぎふ」の魅力発信 

観光の基幹産業化に向けて、首都圏、関西圏、中京圏を中心に「清流の国ぎふ」のプロ

モーションを展開した。 

 

■ 京王電鉄連携事業【首都圏】 

飛騨地域観光協議会（県・高山市・飛騨市・下呂市・白川村）において、京王電鉄（株）

の運営する「中部地方インフォメーションプラザ in京王新宿」へ年間を通じて映像の

放映を実施し、パンフレットを設置。 

  ［期  間］令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

［来場者数］１５３，８０７人 

 

 

 

 

 

 

 

   

■ 観光ＰＲコーナーの設置【関西圏】 

  関西岐阜県人連合会と連携し、大阪府箕面市内の地域交流・情報発信施設「彩都やま

もり」内に観光ＰＲコーナーを設置し、情報提供を実施。 

  ［来場者数］１８，５０２人 

  ［催 し 事］観光企画展の実施（毎月） 

 

■ 関西プロモーション事業【関西圏】 

飛騨地域観光協議会において、関西エリアをターゲットに商品の造成・販売を行い、

駅構内のデジタルサイネージや旅行雑誌等、現地・ウェブ両面でプロモーションを実施。 

［秋］商品数：２商品／催行数：３回／来訪者数：７０名 

［冬］商品数：２商品／催行数：２回／来訪者数：２２名 
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■ 観光ＰＲキャラバン隊によるプロモーション 

観光ＰＲキャラバン隊を各地で開催されるイベント等に派遣し、岐阜県の観光の魅力

をＰＲした。 

  ［派遣日数］年間５４日（首都圏１１日、関西圏６日、中京圏３７日） 

 

②周遊型観光の促進 

■「速旅快走Ｇ（ギフ）割！岐阜県周遊ドライブプラン」 

ＮＥＸＣＯ中日本と連携し、県内の高速道路が定額で乗り放題となる「速旅快走  

Ｇ割！岐阜県周遊ドライブプラン」を造成・販売。 

［利用件数］２，９９５件 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

■ 近隣県と連携した広域観光の推進 

○富山県連携 

岐阜県飛騨地域及び富山県の周遊エリア内の高速道路が２日間または３日間  

乗り放題となる「飛騨・富山ドライブプラン」の造成・販売 

［利用件数］２，４６２件 
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○愛知県連携（観光施設ネットワーク形成推進事業） 

愛知県と連携し、両県の産業観光施設や武将観光施設を巡るスタンプラリーを実施。 

・産業観光・武将観光ＰＲパンフレット「見にトリップ・戦トリップ」の作成 

・「見にトリップ・戦トリップ」掲載施設を巡るスタンプラリーの実施 

 ［令和４年度応募数］３，５４３人 

 

○近隣県連携（環白山エリア） 

環白山広域観光推進協議会（岐阜県・石川県・福井県及び関係市町村）において、

プロモーションを実施。 

 (1)プラチナルート白山周遊キャンペーン 

・インスタグラムを活用したフォトコンテストの開催（応募総数：１０２点） 

・インスタグラムアカウント（hakusan_1300）を活用したプラチナルートの情報

発信  

(2)自然・食などの環白山地域の魅力発信事業 

   ・（株）ディスカバー・ジャパンとタイアップし、ウェブ記事等を発信 

   ・出向宣伝やイベントによる情報発信 

 (3)SDGｓやサステイナブルに関連した取り組み 

   ・SDGｓを体感できるツアーを商品化 

（※最小催行人数に達しなかったため開催は見送り。） 

 

■「清流の国ぎふ」観光回廊づくり推進事業費補助金（再掲） 

本県の恵まれた地域資源・地域特性を活かし、県内の周遊性、滞在時間等を増加  

させるため、地域主体の広域的な連携や役割分担による取組みを支援。 

［令和４年度交付件数］１８件 

 

③滞在型観光の促進 

■ 体験予約サイトを活用した体験プログラムの販売 

ＶＩＳＩＴ岐阜県の体験サイトで、キャンペーン特別体験プログラムを販売。 

 

■ 大手宿泊予約サイトの活用 

県内宿泊施設がキャンペーン特別宿泊プランを「じゃらん net」及び「楽天トラベ

ル」で販売するとともに、キャンペーン期間中、それぞれのウェブサイト内に特設  

サイトを開設。 

 

■ ＰＲツールの配付 

昭文社の雑誌「ことりっぷ」特別版として、季刊情報誌「岐阜っぽ。」を企画制作。

県内外のイベント、県内市町村（観光協会等）、ＪＲ東海主要駅、道の駅等で配布。 
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   夏号（ ６月発行）：８万５千部(ＪＲ東海連携・主要駅へ配架) 

   秋号（ ９月発行）：８万７千部    

   冬号（１２月発行）：４万７千部 

春号（ ３月発行）：４万７千部 

 

④集中的な海外プロモーションの展開 

■ アジア・欧米からの誘客促進 

新型コロナウイルス感染症の収束後のアジア・欧米からの観光客の速やかな回復

及び更なる誘客促進を目指し、アセアン諸国（タイ、マレーシア、インドネシア、   

ベトナム等）や東アジア諸国・地域（台湾等）、欧米諸国（アメリカ、イギリス等）、

オセアニア（オーストラリア）を対象に、国や近隣県・関係機関等との連携のもと、

各種誘客事業を展開。 

    〇現地における情報発信（観光レップ・ＰＲエージェンシー等活用） 

［実施件数］２１件（委託） 

［対 象 国］アメリカ、イギリス、フランス、オーストラリア、中国、香港、台湾、 

ベトナム、タイ、マレーシア、シンガポール、インドネシア 

       

 〇海外旅行博等への出展 

  ［実施件数］８件 

  ［対 象 国］アメリカ、フランス、香港、台湾、タイ、マレーシア、シンガポール、 

インドネシア 

 

■ ドライブツーリズムの推進 

アフターコロナにおける世界的トレンドである、自然・屋外・少人数での体験ニー

ズに合致した、車（レンタカー）によるドライブツーリズムを推進。 

〇特設サイトを設け、台湾、マレーシア、シンガポール等に向けたＰＲ映像、情報  

発信等を実施 
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３ 世界に選ばれる観光地域づくり 

（１）競争力の高い観光地域づくり 

①観光人材の育成・確保 

■ 旅館で働く魅力の発信とマッチングの拡大 

本県観光産業を支える旅館・ホテルの主な業務内容や働くやりがい・魅力について

紹介・発信するとともに、就職希望者と県内観光産業事業者とのマッチングを通して、

観光産業の人材確保を促進。 

・旅館の若女将等による大学等での出前講座の実施（全１回） 

・学内合同説明会、転職フェア等でのＰＲ（全２回） 

 

②観光産業の生産性向上 

■ デジタル技術の活用等による県内宿泊施設の生産性向上 

県内１２モデル宿泊施設に専門家を派遣し、デジタル技術の活用等による生産性向

上の支援するとともに、モデル宿泊施設の取組み等を「生産性向上事例集」としてま

とめ、県内宿泊施設に配布し、業界全体の生産性向上の取組みを促進。 

県内宿泊施設が行うデジタル技術等を活用した生産性向上に向けた取組みや効率

的かつ効果的なプロモーション等を支援する補助制度を創設し、支援を実施。 

［採択件数］９０件 

 

③広域的な観光地域づくり 

■ 長良川流域における周遊・滞在型観光地域づくりの推進 

長良川流域が、サステイナブル・ツーリズムの国際認証機関（Green Destinations）

から 2021年「世界の持続可能な観光地 100選（TOP100選）」に選出されたことを契機

とし、サステイナブル・ツーリズムに対する地域関係者（自治体、観光協会、観光関

連事業者等）の理解促進を図るとともに、持続可能な観光地域ならではの観光商品の

造成及びプロモーションを展開し、長良川流域観光の認知度向上とブランド力強化を

図った。 

 

○サステイナブル・ツーリズム理解促進事業 

    ・事業者向け研修会の開催 

９月１３日（美濃市／参加者１９名） 

・地域関係者間での情報共有・意見交換会の定期開催 

第１回： ９月１３日（美  濃  市／参加者１９名）     

第２回：１１月２５日（オンライン／参加者１５名） 

第３回： １月２５日（オンライン／参加者１６名） 

      第４回： ３月１７日（岐 阜 県 庁／参加者 ９名） 
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○周遊滞在型商品造成事業 

・サステイナブル・ツーリズムの視点を盛り込んだ、持続可能な観光地域ならでは

の体験ができる観光コンテンツの造成・販売。 

○情報発信事業 

・ウェブサイト「長良川ＳＴＯＲＹ」におけるサステイナブル・ツーリズムの特設 

ページ設置 

・大規模観光展「ツーズムＥＸＰＯジャパン２０２２」でのプロモーション 

９月２２日～２５日（東京ビッグサイト） 

・白川村（２０２０年「ＴＯＰ１００選」選出地域）との連携事業 

(1)地域課題の解消 

白川村内の合掌民宿に岐阜提灯を設置して一般住宅と区別し、観光客の  

無断侵入防止と、宿泊客へのおもてなしを向上 

        (2)両地域相互での魅力発信 

流域４市と白川村でＴＯＰ１００選に選ばれた理由や魅力をＰＲする巡回 

パネル展の開催。（１０月６日～１１月６日）  

    

 

 

 

 

○観光マーケティング調査の実施 

 

■ 木曽川中流域における周遊・滞在型観光地域づくりの推進 

木曽川中流域の魅力ある地域資源を活用し、「賑わい創出」による誘客促進及び   

観光消費額の拡大を図るため、木曽川中流域の５市町（美濃加茂市、各務原市、可児

市、坂祝町、犬山市）の官民が連携し、流域一帯でフラッグシップイベントの開催、

新たな魅力づくりとして観光コンテンツ造成を実施。 

 〇フラッグシップイベント「日本ライン・KISOGAWA River to Summit 2022」開催 

  ［開催日］令和４年１１月５日（土）、６日（日） 

  ［会 場］木曽川中流域一帯 

  ［内 容］川遊び（川下り、渡し舟、遊覧船等）、里山トレッキング、ウォーキング、

マルシェ 等 

  ［来場者］６,４１６人 

〇観光コンテンツ造成 

・木曽川中流域の歴史・文化・食・自然などの体験を提供する上質で特別感ある  

コンテンツ「木曽川 極上の８つの体験」を造成し、モニターツアーを実施。 
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（２）ユニバーサルツーリズムの普及 

①バリアフリー観光の普及促進 

誰もが安心して県内を旅行できる仕組みを構築し、新たな観光需要の創出による観光

消費額の増加を図るため、障がい者団体等からなる岐阜県バリアフリー観光推進協議会

と連携し、県内のバリアフリー状況などの情報発信を実施した。 

■ ウェブサイト「ふらっと旅ぎふ」（https://www.flat-gifu.com/） 

バリアフリー観光情報の発信 

 

 

 

 

■ バリアフリー観光動画の制作・配信 

県内の観光スポットの魅力とバリアフリー状況を障がいのある方に広く知っていた 

だくため、車椅子 Youtuberと連携し、県内のバリアフリー観光のモデルコースを体験

する動画コンテンツを２本制作し、ウェブサイト「ふらっと旅ぎふ」、Youtubeで配信 

 ［タイトル］車椅子トラベラーが行く「ふらっと・ぎふの旅」 

［出  演］車椅子トラベラー 三代 達也 氏 

 

②外国人観光客のニーズに即した情報発信 

 ■ 外国人向け観光情報ウェブサイトを活用した情報発信 

外国人向け観光情報ウェブサイト「VISIT GIFU」を活用し、豊かな自然や歴史、     

文化など本県が誇る持続可能な観光地としての魅力を多言語で世界に発信 

 

■ デジタルマーケティング活用人材育成 

  県内観光関連事業者等を対象に、デジタルマーケティングに関する知識やスキルの 

向上を支援するため、オンライン研修を実施 
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＜参考資料＞ 

１ みんなでつくろう観光王国飛彈・美濃条例 
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２ 「清流の国ぎふ」憲章 
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令和５年度版 飛騨・美濃じまん白書 

～令和４年度 飛騨・美濃じまん運動の進捗について～ 

 

岐阜県 観光国際部  

令和５年１２月  

 


